
神
田
外
語
大
学
周
辺
の
災
害
の
歴
史

は
じ
め
に

本
稿
は
、
神
田
外
語
大
学
が
あ
る
幕
張
周
辺
（
東
京
湾
北
部
沿
岸
地

域
）
で
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
、
ど
の
よ
う
な
被
害

が
あ
っ
た
の
か
を
振
り
返
り
、
今
後
の
防
災
に
活
か
す
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

ま
ず
過
去
の
災
害
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
の
基
本
と
な
る
参
考
文
献

を
あ
げ
よ
う
。

・
国
立
天
文
台
編
『
理
科
年
表
』（
丸
善
出
版
）
。
自
然
科
学
の
す

べ
て
の
分
野
を
網
羅
し
た
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
、
地
震
・
火
山
・

台
風
な
ど
に
関
す
る
デ
ー
タ
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
デ
ー

タ
の
更
新
が
な
さ
れ
た
各
年
度
版
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

・
北
原
糸
子
・
松
浦
律
子
・
木
村
玲
欧
編
『
日
本
歴
史
災
害
事
典
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
）。
理
系
・
文
系
の
幅
広
い
学
問

分
野
の
専
門
家
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
日
本
で
発
生
し
た
地
震
、

津
波
、
火
山
、
台
風
、
水
害
、
大
火
な
ど
、
自
然
の
み
な
ら
ず

人
為
的
な
災
害
を
含
め
て
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
用
語
の
説

明
や
、
災
害
史
年
表
な
ど
も
付
さ
れ
、
一
冊
で
過
去
の
災
害
に

つ
い
て
総
合
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

・
宇
佐
美
龍
夫
・
石
井
寿
・
今
村
隆
正
・
武
村
雅
之
・
松
浦
律
子

『
日
本
被
害
地
震
総
覧
五
九
九
―
二
〇
一
二
』
（
東
京
大
学
出

版
会
、
二
〇
一
三
年
）
。
過
去
の
地
震
に
つ
い
て
発
生
日
時
、

震
源
、
規
模
、
被
害
な
ど
の
デ
ー
タ
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
災
害
の
概
要
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
文
献

に
よ
る
。

過
去
に
起
き
た
大
規
模
災
害
を
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く
知
る
た
め
に
は
、

内
閣
府
「
防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
」
の
「
歴
史
災
害
の
教
訓
報
告
書
・
体
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土
田

宏
成



験
集
」
（

h
ttp

:/
/
w
w
w
.b
o
u
sa
i.g

o
.jp

/
k
y
o
ik
u
/
k
y
o
k
u
n
/
sa
ik
y
o

u
sh

iry
o
.h
tm
）
が
有
用
で
あ
る
。
富
士
山
の
噴
火
、
関
東
大
震
災
ほ

か
、
過
去
の
災
害
に
関
す
る
詳
細
な
調
査
報
告
書
な
ど
、
多
数
の
資
料

を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

防
災
で
は
、
過
去
の
災
害
を
知
る
と
と
も
に
、
そ
の
土
地
が
ど
の
よ

う
な
特
質
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
だ
が
、

近
代
に
な
っ
て
か
ら
急
速
に
進
ん
だ
開
発
に
よ
っ
て
、
土
地
は
改
変
さ

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
山
は
削
ら
れ
、
谷
は
埋
め
ら
れ
た
。
海
は
埋
め

立
て
ら
れ
て
、
新
し
い
陸
地
が
造
成
さ
れ
、
海
岸
線
は
沖
合
に
伸
び
た
。

川
も
流
路
を
変
え
ら
れ
て
い
る
。
従
来
の
地
形
は
、
現
在
の
そ
れ
か
ら

想
像
が
付
か
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
特
に
幕
張
地
域
の
地
形

は
、
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
。

過
去
の
地
形
を
知
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
便
利
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

が
あ
る
。

「
今
昔
マ
ッ
プ

o
n
th

e
w
eb
」
（

h
ttp

:/
/
k
tg

is.n
et/

k
jm

a
p
w
/
）

は
、
埼
玉
大
学
教
育
学
部
谷
謙
二
准
教
授
の
開
発
し
た
時
系
列
地
形
図

閲
覧
サ
イ
ト
で
あ
る
。

「
地
図
・
空
中
写
真
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
」
（

h
ttp

:/
/
m
a
p
p
s.g

si.g
o
.jp

/
m
a
p
lib

S
ea
rch

.d
o
）
で
は
、
国
土
地
理
院
が
整
備
し
た
地
図
や
空

中
写
真
、
公
共
測
量
で
整
備
さ
れ
た
地
図
を
検
索
・
閲
覧
で
き
る
。

以
下
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
参
考
に
し
つ
つ
、
江
戸
時
代
か
ら

現
代
ま
で
、
本
学
の
周
辺
で
発
生
し
た
災
害
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

１
江
戸
時
代
の
災
害

江
戸
時
代
に
は
、
近
代
科
学
に
基
づ
い
た
観
測
記
録
が
な
い
。
そ
こ

で
、
古
文
書
や
土
地
に
残
さ
れ
た
痕
跡
な
ど
を
手
が
か
り
に
、
ど
の
よ

う
な
災
害
が
発
生
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

①
元

禄
地

震

一
七
〇
三
年
十
二
月
三
十
一
日
（
元
禄
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日
、

江
戸
時
代
に
つ
い
て
は
旧
暦
の
日
付
も
記
す
）
に
相
模
ト
ラ
フ
を
震
源

と
す
る
大
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
～
八
・
二
）
が
発
生
し
た
。

現
在
の
神
奈
川
・
東
京
・
埼
玉
・
千
葉
で
震
度
が
大
き
く
、
特
に
小
田

原
（
死
者
約
二
三
〇
〇
人
）
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
津
波
が
犬
吠
埼

か
ら
下
田
の
沿
岸
に
襲
来
し
た
。
南
房
総
や
九
十
九
里
地
域
な
ど
を
大

津
波
が
襲
い
、
房
総
半
島
で
の
死
者
は
約
六
五
〇
〇
人
に
上
っ
た
。
全

体
の
死
者
も
約
一
万
人
と
推

定
さ
れ
て
い
る
。

津
波
は
現
在
の
東
京

湾
内
に
も
及
ん
だ
。
幕
張
の
あ
る
東
京

湾
北
部

の
千
葉
県
側
の
被
害
に
つ
い
て
は
、
大
正
・
昭
和
期
に
ま
と
め
ら
れ
た

書
物
に
よ
る
と
、
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
被
害
に
加
え
、
津
波
で
人
や

家

畜
が
多
く
死
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
で
地
震
当
時
に
現
在
の

西
船
橋
地
域
に
住
ん
で
い
た
人
が
書
き
残
し
た
記
録
に
は
、
地
震
の
揺

れ
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
る
が
、
津
波
の
被
害
に
は
言

及
が
な
い
。

神田外語大学周辺の災害の歴史
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一
般
的
に
、
記
録
は
も
の
ご
と
が
発
生
し
た
直
後
に
書
か
れ
た
も
の
の

ほ
う
が
正
確
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
津
波
に
つ
い
て
は
、
わ
ざ
わ
ざ
書
き

留
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ

る （１
）。し
か
し
、
陸
上
は
と
も
か
く
と
し
て
、
津
波
に
よ
る
海
、
す
な
わ
ち

漁
業
へ
の
被
害
は
あ
っ
た
。
地
震
か
ら
約
四
〇
年
後
に
書
か
れ
た
文
書

に
よ
る
と
、
津
波
に
よ
っ
て
漁
船
や
漁
網
が
流
さ
れ
た
り
、
海
底
が
か

き
乱
さ
れ
た
影
響
で
漁
場
が
荒
れ
て
漁
業
不
振
に
陥
っ
た
り
と
い
う
被

害
が
あ
っ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
津
波
の
襲
来
し
た
時
間
帯
が
干
潮
だ
っ
た
た
め
、
満
潮
時
で

あ
れ
ば
よ
り
被
害
が
大
き
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
、
と
の
指
摘
も
あ
る （２
）。

過
去
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
史
料
や
土
地
に
残
さ
れ
た
痕
跡
の
発

見
、
解
読
・
分
析
を
通
じ
て
、
新
た
に
分
か
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、

「
実
際
に
は
あ
っ
た
」
の
に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
場
合
や
、
間
違
っ
た

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
史
料
自
体
が
す
で
に

失
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
現
在
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、

す
べ
て
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
べ
き
だ
。

②
宝
永
富
士

山
噴

火

一
七
〇
七
年
（
宝
永
四
）
に
富
士
山
が
噴
火
し
た
。
山
頂
か
ら
で
は

な
く
、
南
東
の
斜
面
か
ら
の
噴
火
で
あ
っ
た
。
噴
火
は
一
七
〇
七
年
十

二
月
十
六
日
（
宝
永
四
年
十
一
月
二
十
三
日
）
～
一
七
〇
八
年
一
月
一

日
（
宝
永
四
年
十
二
月
九
日
）
ま
で
の
約
二
週
間
続
き
、
大
量
の
火
山

灰
な
ど
の
噴
出
物
に
よ
り
、
建
物
や
農
地
な
ど
に
被
害
が
あ
っ
た
。
空

高
く
舞
い
上
が
っ
た
噴
出
物
は
、
偏
西
風
に
乗
り
東
側
に
流
さ
れ
、
千

葉
県
東
京
湾
岸
で
は
、
四
～
八
セ
ン
チ
積
も
っ
た
。
そ
の
後
、
現
在

（
二
〇
一
五
年
一
月
）
に
至
る
ま
で
富
士
山
の
噴
火
活
動
は
確
認
さ
れ

て
い
な
い （３
）。

な
お
、
噴
火
の
始
ま
る
約
五
〇
日
前
の
一
七
〇
七
年
十
月
二
十
八
日

（
宝
永
四
年
十
月
四
日
）
に
は
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
域
と
す
る
巨
大

地
震
（
宝
永
地
震
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
六
）
が
発
生
し
、
揺
れ
と

津
波
に
よ
り
西
日
本
の
太
平
洋
側
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
た

（
死
者
二
万
人
以
上
）。

当
時
の
日
本
は
、
わ
ず
か
四
年
の
間
に
元
禄
地
震
、
宝
永
地
震
と
い

う
巨
大
地
震
と
富
士
山
噴
火
を
経
験
し
た
わ
け
で
あ
る
。
災
害
対
策
は
、

最
悪
の
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
計
画
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

教
え
て
く
れ
る
。

③
安

政
江

戸
地

震

一
八
五
五
年
十
一
月
十
一
日
（
安
政
二
年
十
月
二
日
）
に
江
戸
を
大

地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
〇
～
七
・
一
）
が
襲
っ
た
。
震
源
は
東

京
湾
北
部
、
現
代
で
い
う
「
首
都
直
下
地
震
」
で
あ
る
。

江
戸
で
は
震
源
に
近
い
東
部
や
地
盤
の
悪
い
低
地
を
中
心
に
震
度
六

強
、
千
葉
県
で
も
震
度
五
～
六
を
記
録
し
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
江
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戸
は
火
事
に
弱
い
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
不
幸
中
の

幸
い
で
、
地
震
が
発
生
し
た
日
は
風
が
静
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
同

時
多
発
的
に
発
生
し
た
火
災
に
よ
り
、
約
一
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

が
焼
失
し
た
。

人
口
が
集
中
す
る
大
都
市
が
被
災
し
た
た
め
、
倒
壊
し
た
家
屋
の
下

敷
き
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
圧
死
、
そ
し
て
焼
死
な
ど
に
よ
り
、
約
一

万
人
の
死
者
が
出
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る （４
）。

現
在
の
市
川
市
に
当
た
る
場
所
に
住
ん
で
い
た
人
が
残
し
た
記
録
に

よ
れ
ば
、
現
在
の
市
川
市
や
浦
安
市
で
、
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
家
屋
の

被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る （５
）。

地
震
か
ら
約
七
〇
年
後
、
現
在
の
千
葉
市
・
習
志
野
市
・
船
橋
市
・

八
千
代
市
に
ま
た
が
る
行
政
区
画
で
あ
っ
た
千
葉
郡
の
こ
と
に
つ
い
て

ま
と
め
た
『
千
葉
県
千
葉
郡
誌
』
（
一
九
二
六
年
刊
）
が
出
さ
れ
て
い

る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
千
葉
郡
で
は
「
振
動
激
甚
、
地
殻
裂
け
て
家
屋
・

土
蔵
等
倒
壊
し
、
人
畜
に
危
害
を
及
ぼ
」
し
た
、
と
い
う （６
）。

な
お
、
安
政
江
戸
地
震
の
起
き
た
前
年
の
一
八
五
四
年
十
二
月
二
十

三
日
、
二
十
四
日
（
嘉
永
七
年
〈
安
政
元
年
〉
十
一
月
四
、
五
日
）
に

南
海
ト
ラ
フ
の
二
つ
の
巨
大
地
震
（
安
政
東
海
地
震
・
安
政
南
海
地
震
、

い
ず
れ
も
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
八
・
四
）
が
連
続
し
て
発
生
し
、
揺
れ
と

津
波
に
よ
り
関
東
か
ら
九
州
の
太
平
洋
側
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
た
（
い
ず
れ
の
地
震
で
も
数
千
人
の
死
者
が
出
た
）。

南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大
地
震
と
首
都
直
下
地
震
が
間
を
置
か
ず
に
起
き

る
こ
と
も
想
定
し
て
、
対
策
は
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
幕
末
の
日
本
は
地
震
に
よ
っ
て
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
た
が
、

対
外
関
係
も
日
本
を
揺
さ
ぶ
っ
て
い
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

ア
メ
リ
カ
か
ら
開
国
を
求
め
る
ペ
リ
ー
艦
隊
（
黒
船
）
が
来
航
し
た
の

は
一
八
五
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
翌
五
四
年
再
来
航
し
た
ペ
リ
ー

と
の
間
で
日
米
和
親
条
約
が
締
結
さ
れ
、
日
本
は
開
国
し
た
。
国
際
環

境
が
大
き
く
変
化
し
、
対
外
危
機
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
幕

府
の
本
拠
地
で
あ
る
江
戸
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

災
害
は
、
人
間
の
都
合
と
無
関
係
に
起
こ
る
。

２
近
代
の
災
害

近
代
に
な
る
と
、
他
の
分
野
と
同
様
、
災
害
分
野
に
も
欧
米
の
科
学

や
技
術
が
導
入
さ
れ
た
。
現
代
に
つ
な
が
る
科
学
的
な
観
測
が
な
さ
れ
、

詳
細
な
記
録
が
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ら
に
基
づ
き
研

究
や
対

策
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
大

正
六

年
東

京
湾
台

風
災
害

一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
十
月
一
日
、
日
本
列
島
を
強
い
台
風
が
襲
っ

た
。
発
達
し
た
台
風
の
中
心
気
圧
は
九
五
〇
ヘ
ク
ト
パ

ス
カ
ル
近
く
ま

で
下
が
り
、
東

京
で
の
最
大
風

速
は
四
三
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
た
。
こ
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の
台
風
に
よ
る
死
者
・
不
明
者
は
一
三
〇
〇
人
以
上
に
上
っ
た
。
特
に

東
京
湾
で
は
、
気
圧
の
低
下
と
強
風
に
よ
り
高
潮
が
発
生
、
満
潮
と
も

重
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
高
さ
は
約
三
メ
ー
ト
ル
に
も
な
り
、
沿
岸
部

に
大
き
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
た （７
）。
千
葉
県
の
死
者
・
行
方
不
明
者
は
、

三
一
三
人
で
、
特
に
、
浦
安
・
市
川
・
船
橋
地
域
に
深
刻
な
被
害
が
出

て
い
る （８
）。

当
時
の
人
々
は
、
「
高
潮
」
を
「
津
波
」
や
「
海 か
い

嘯 し
ょ
う」
と
も
呼
ん
で

い
た
。
津
波
も
高
潮
も
、
海
面
の
高
さ
が
異
常
に
高
く
な
る
現
象
で
あ

る
が
、
現
在
は
、
地
震
な
ど
に
よ
っ
て
海
底
が
動
く
こ
と
で
生
じ
る
も

の
を
「
津
波
」（
海
嘯
も
津
波
と
ほ
ぼ
同
じ
意
味
）、
台
風
や
低
気
圧
に

よ
る
気
圧
の
低
下
や
強
風
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
を
「
高
潮
」
と
区
別

し
て
い
る
。
同
じ
言
葉
で
も
、
意
味
は
時
代
に
よ
っ
て
、
ま
た
地
域
や

個
人
に
よ
っ
て
も
異
な
る
。
注
意
し
な
い
と
、
勘
違
い
を
す
る
こ
と
に

な
る
。

『
市
川
市
史
』（
一
九
七
五
年
刊
）
に
は
「
大
正
六
年
の
津
波
」
と
い

う
節
が
あ
り
、
「
恐
ら
く
、
こ
の
津
波
に
よ
る
災
害
は
、
明
治
以
後
市

川
市
域
に
直
接
影
響
を
及
ぼ
し
た
災
害
の
中
で
最
も
大
き
な
も
の
で
あ
っ

た
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
被
害
だ
っ
た
の
で
あ

る
。ま
た
、
前
掲
し
た
『
千
葉
県
千
葉
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、「
大
暴
風
雨
」

の
襲
来
に
よ
り
、
「
農
作
物
の
大
被
害
は
勿
論
、
特
に
海
岸
地
方
一
帯

は
丈
余
〔
一
丈
＝
約
三
メ
ー
ト
ル
〕
の
大
海
嘯
に
襲
は
れ
、
翌
十
月
一

日
未
明
、
沿
岸
民
屋
は
殆

ほ
と
ん
ど倒
壊
流
失
せ
ら
れ
余
す
も
の
僅 わ
ず
か、
其
の
流

失
倒
壊
の
災
を
免
れ
た
も
の
も
皆
浸
水
せ
ら
れ
、
海
岸
国
道
は
洗
ひ
去

ら
れ
て
砂
原
と
化
し
其
の
凄
惨
名
状
す
べ
か
ら
ず
」
と
さ
れ
て
い
る

（〔
〕
内
は
土
田
に
よ
る

�）。「
海
岸
国
道
」
と
は
、
現
在
の
国
道
一

四
号
の
こ
と
で
あ
る
（
た
だ
し
、
そ
の
後
の
道
路
整
備
に
よ
り
多
少
ル
ー

ト
は
変
わ
っ
て
い
る
）
。
埋
め
立
て
が
進
む
前
な
の
で
、
海
岸
に
面
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

念
の
た
め
繰
り
返
し
て
お
く
が
、
こ
こ
で
の
「
津
波
」「
海
嘯
」
は
、

高
潮
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
字
面
だ
け
を
み
て
、
大
正
時
代
に
東

京
湾
北
部
が
大
津
波
に
襲
わ
れ
て
い
た
な
ど
と
誤
解
し
な
い
で
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
現
在
は
津
波
災
害
に
関
心
が

高
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
高
潮
を
は
じ
め
と
す
る
風
水

害
へ
の
備
え
が
必
要
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

⑤
関

東
大

震
災

一
九
二
三
年
（
大
正
十
二
）
九
月
一
日
正
午
少
し
前
、
相
模
湾
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
九
の
大
地
震
が
発
生
し
た
。
震
源
域

に
近
い
神
奈
川
県
や
千
葉
県

南
部
で
震

度
七
、
東
京
の
中
心
部
も
震

度

六
前
後
の
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
。
人
口
が

集
中
す
る

首
都

圏
を
襲
っ
た
大

地
震
は
、
死
者
・
不
明
者
一
〇

万
五
千
余
人
を
出
す
未

曾
有
の
巨
大
災

害
と
な
っ
た
。

地
震
発
生
時
刻
は
火
を
使
う
こ
と
が
多
い
昼
時
で
、
し
か
も
そ
の
日
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は
風
が
強
か
っ
た
。
各
地
で
発
生
し
た
火
災
は
延
焼
を
続
け
、
街
は
火

の
海
と
な
っ
た
。
犠
牲
者
の
九
割
近
く
が
焼
死
で
あ
っ
た
。
伊
豆
半
島

東
岸
・
神
奈
川
県
・
千
葉
県
沿
岸
に
は
津
波
も
襲
来
し
、
三
〇
〇
人
以

上
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
幕
張
地
区
の
あ
る
東
京
湾
の
内
湾
で

は
、
津
波
は
高
く
な
ら
な
か
っ
た
。

大
規
模
な
自
然
災
害
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
首
都
で
あ
る
東
京
が

被
災
し
た
た
め
中
央
政
府
の
機
能
も
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
う
け
た
こ
と
、

通
信
手
段
が
破
壊
さ
れ
情
報
不
足
に
陥
っ
た
こ
と （９
）な
ど
に
よ
り
、
人
々

は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
っ
た
。「
朝
鮮
人
に
よ
る
暴
動
が
起
き
て
い
る
」

な
ど
の
虚
報
が
流
言
と
し
て
飛
び
交
い
、
行
政
機
関
・
治
安
機
関
も
一

時
は
流
言
を
事
実
と
誤
認
し
、
行
動
し
た
。
新
聞
も
そ
れ
ら
を
報
道
し

て
拡
散
さ
せ
る
。
こ
う
し
て
流
言
に
惑
わ
さ
れ
た
日
本
人
に
よ
っ
て
、

朝
鮮
人
殺
傷
事
件
が
起
き
る
な
ど
、
人
災
も
被
害
を
拡
大
し
た
。
当
時

朝
鮮
半
島
は
日
本
の
植
民
地
統
治
下
に
あ
り
、
独
立
運
動
が
起
き
て
い

た
。
そ
れ
に
対
す
る
日
本
人
の
無
理
解
や
反
発
が
、
こ
う
し
た
流
言
を

広
く
信
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

千
葉
県
で
は
、
震
源
域
に
近
く
強
い
揺
れ
に
襲
わ
れ
た
南
部
を
中
心

に
、
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
が
深
刻
で
、
一
三
〇
〇
人
を
超
え
る
死

者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
た （

�）。

浦
安
か
ら
千
葉
に
か
け
て
の
震
度
は
、
五
弱
～
五
強
と
推
定
さ
れ
て

い
る （

�）。
震
災
か
ら
一
〇
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
千
葉
県
罹
災
救
護
会
編

『
大
正
大
震
災
の
回
顧
と
其
の
復
興 （

�）』
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
幕
張
町

（
千
葉
市
に
合
併
さ
れ
る
前
）
で
は
、
女
性
一
名
が
負
傷
、
住
家
半
潰

一
〇
戸
、
非
住
家
全
潰
四
戸
・
半
潰
八
戸
で
、
役
所
や
神
社
・
寺
院
、

学
校
等
の
公
的
な
建
物
、
大
き
な
建
物
に
は
被
害
が
な
か
っ
た
。
震
災

当
日
一
日
夜
に
総
武
線
の
亀
戸
―
稲
毛
間
が
復
旧
す
る
と
、
東
京
方

面

か
ら
多
数
の
被
災
者
が
避
難
し
て
き
た
。
幕
張
町
で
は
神
社
・
寺
院
を

収
容
所
と
し
て
被
災
者
を

収
容
・
救
護
し
、
の
ち
に
習
志
野
の
陸

軍
施

設
に
移
送
し
て
い
る
。

被
災
者
の
流
入
と
と
も
に
、
朝
鮮
人
に
関
わ
る
流
言
が
千
葉
県
内
に

も
広
が
っ
た
。
当
時
の
日
本
政
府
の
調
査
「
震
災
後
に
於
け
る

刑
事
事

犯
及
之
に
関
連
す
る
事
項
調
査
書 （

�）」
に
よ
れ
ば
、
幕
張

周
辺
の
浦
安
・

市
川
・
船
橋
・
検
見
川
・
千
葉
な
ど
で
も
、
流
言
に
基
づ
き
朝
鮮
人
や
、

朝
鮮
人
と
誤
認
さ
れ
た
日
本
人
が
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
き
て
い
る
。

そ
の
他
の
当
時
の
記
録
や
、
そ
の
後
の
聴
き

取
り

調
査
で
も
、
こ
う
し

た
事
件
が
他
に
も
発
生
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る （

�）。

３
現
代
の
災
害

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
経
済
成
長
と
と
も
に
、
千
葉
県
の
東
京
湾
沿

岸
の
埋
め
立
て
が
進
み
、
現
在
の
姿
に
な
っ
た
。
災
害
に
関
す
る
研
究

や
対
策
は
進
歩
し
た
が
、
想
定
を
超
え
た
災
害
が
襲
っ
た
り
、
大
規
模

な
埋
立
地
や
超
高
層
ビ
ル
、
原
子
力
発
電
所
な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
環
境
や
施
設
の
登
場
に
よ
り
、
新
た
な
災
害
が
発
生
し
た
り
し
て
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い
る
。

⑥
千
葉
県
東

方
沖

地
震

一
九
八
七
年
（
昭
和
六
十
二
）
十
二
月
十
七
日
に
千
葉
県
東
方
沖
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
六
・
七
の
地
震
が
発
生
し
た
。
千
葉
県

の
多
く
の
地
域
で
震
度
五
を
記
録
し
た
。
な
お
、
一
九
八
七
年
は
、
幕

張
新
都
心
の
埋
立
地
に
神
田
外
語
大
学
が
開
学
し
た
年
で
も
あ
る
。

千
葉
県
で
、
死
者
二
人
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
灯
籠
の

下
敷
き
と
な
っ
た
）
、
住
宅
の
全
壊
一
六
棟
、
半
壊
一
〇
二
棟
、
一
部

破
損
七
一
、
二
一
二
棟
の
被
害
が
発
生
し
た
。
九
十
九
里
地
域
、
利
根

川
沿
い
、
東
京
湾
岸
の
埋
立
地
な
ど
で
液
状
化
が
起
き
て
い
る
。
千
葉

県
で
地
震
に
よ
る
死
者
が
出
た
の
は
、
関
東
大
震
災
以
来
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
幕
張
の
埋
立
地
で
も
液
状
化
が
発
生
し
た
が
、
地
震
の
規
模
が
小

さ
か
っ
た
た
め
、
大
き
な
被
害
に
及
ぶ
寸
前
で
止
ま
っ
て
い
る （

�）。
そ
れ

は
よ
り
大
き
な
地
震
が
襲
来
し
た
ら
、
液
状
化
の
被
害
が
大
き
く
な
る

こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
二
〇
一
一
年
に
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
。

⑦
東
日
本
大

震
災

二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）
年
三
月
十
一
日
に
東
北
沖
の
日
本
海
溝

で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
・
〇
の
超
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
。
日
本
付

近
で
起
き
た
観
測
史
上
最
大
の
地
震
で
あ
る
。
東
北
か
ら
関
東
に
か
け

て
巨
大
津
波
が
襲
来
し
、
死
者
・
不
明
者
約
二
万
人
の
大
災
害
と
な
っ

た
。
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は
、
津
波
に
よ
る
全
電
源

喪
失
が
起
き
、
原
子
炉
を
冷
却
で
き
な
く
な
り
、
大
量
の
放
射
性
物
質

を
放
出
す
る
深
刻
な
事
故
と
な
っ
た
。
東
京
湾
岸
地
域
で
は
大
規
模
な

液
状
化
が
発
生
し
た
。

千
葉
県
で
は
、
最
大
震
度
は
六
弱
、
多
く
の
地
域
で
震
度
五
強
か
ら

震
度
五
弱
を
記
録
し
、
揺
れ
は
長
い
時
間
続
い
た
。
銚
子
で
二
・
五
メ
ー

ト
ル
、
館
山
で
一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
東
京
湾
の
内
湾
の
千
葉
市
で
も
〇
・

九
メ
ー
ト
ル
の
津
波
が
観
測
さ
れ
た
。
津
波
の
痕
跡
か
ら
推
定
さ
れ
る

最
高
津
波
高
は
七
・
六
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
（
太
平
洋
岸
の
旭
市
飯
岡
）。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
千
葉
県
の
犠
牲
者
は
、
死
者
二
二
人
、
行
方
不

明
者
二
人
で
、
こ
の
う
ち
一
四
人
が
津
波
に
よ
る
（
二
〇
一
四
年
一
月

現
在
）。

千
葉
市
美
浜
区
や
浦
安
市
な
ど
東
京
湾
岸
の
埋
立
地
や
、
利
根
川
沿

い
な
ど
で
、
液
状
化
が
発
生
し
た
。
幕
張
地
域
で
は
、
震
度
五
強
を
記

録
し
、
揺
れ
が
長
い
時
間
続
い
た
こ
と
で
、
千
葉
県
東
方
沖
地
震
の
際

よ
り
も
大
規
模
な
液
状
化
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た （

�）。

お
わ
り
に

神
田
外
語
大
学
が
あ
る
幕
張
周
辺
（
東
京
湾
北
部
沿
岸
地
域
）
で
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
災
害
が
発
生
し
、
ど
の
よ
う
な
被
害
が
あ
っ
た

の
か
を
振
り
返
っ
て
み
た
。
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過
去
の
災
害
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
は
、
将
来
の
災
害
に
備
え
る
た
め

の
参
考
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
前
こ
う
だ
っ
た
か
ら
、
次
も
こ
う
だ

と
い
う
こ
と
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ま
っ
た
く
同
じ
場
所
で
同
じ
規
模

の
地
震
が
起
き
た
と
し
て
も
、
発
生
時
刻
、
そ
の
日
の
気
象
条
件
な
ど

に
よ
っ
て
被
害
は
増
減
す
る
。
年
月
を
経
れ
ば
、
街
や
建
物
、
人
々
の

生
活
様
式
、
社
会
の
あ
り
方
も
変
わ
り
、
被
害
そ
の
も
の
も
、
そ
し
て

被
害
に
対
す
る
認
識
も
変
わ
る
。
原
子
力
発
電
所
が
な
か
っ
た
時
代
に

は
、
地
震
が
来
て
も
原
子
力
事
故
は
起
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

過
去
に
学
び
、
現
在
を
知
り
、
さ
ら
に
科
学
的
知
識
を
活
用
し
、
想

像
力
を
働
か
せ
る
。
そ
う
し
て
来
た
る
べ
き
災
害
に
備
え
、
被
害
を
最

小
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

（

1）
中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報

告
書
『
一
七
〇
三
元
禄
地
震
』
（
二
〇
一
三
年
）
、
内
閣
府
「
防

災
情
報
の
ペ
ー
ジ
」
で
公
開
。

（

2）
村
岸
純
「
一
七
〇
三
年
元
禄
関
東
地
震
の
被
災
地
域
に
生
じ

た
生
活
環
境
の
変
化
」（
『
災
害
・
復
興
と
資
料
』
四
、
二
〇
一
四

年
）、
「
東
京
湾
津
波
を
古
文
書
で
解
明
漁
船
流
出
、
横
浜
で
死

者
も
（
二
〇
一
四
年
五
月
五
日
）」
、
神
奈
川
新
聞
社
が
運
営
す
る

ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト
「
カ
ナ
ロ
コ
」
（
h
ttp
:/
/
w
w
w
.k
a
n
a
lo
co
.jp

/
a
rticle/

70830/
cm
s_id
/
79125

、
閲
覧
日

：

二
〇
一
四
年
七

月
十
三
日
）。

（

3）
中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報

告
書
『
一
七
〇
七
富
士
山
宝
永
噴
火
』
（
二
〇
〇
六
年
）
、
内
閣

府
「
防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
」
で
公
開
。

（

4）
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報
告
書
『
一
八
五

五
安
政
江
戸
地
震
』
（
二
〇
〇
四
年
）
、
内
閣
府
「
防
災
情
報
の

ペ
ー
ジ
」
で
公
開
。

（

5）
都
司
嘉
宣
「
千
葉
県
市
川
市
原
木
の
『
大
屋
家
日
記
』
に
記

さ
れ
た
地
震
記
録
」、『
歴
史
地
震
』
一
九
、
二
〇
〇
三
年
（
h
ttp
:/
/

sa
k
u
y
a
.ed
.sh
izu
o
k
a
.a
c.jp
/
rzisin

/
k
a
ish
i_19
/
03
-T
su
ji2
.

p
d
f、
閲
覧
日

：
二
〇
一
四
年
七
月
十
三
日
）。

（

6）
千
葉
県
千
葉
郡
教
育
会
編
・
発
行
『
千
葉
県
千
葉
郡
誌
』（
一

九
二
六
年
、
崙
書
房
に
よ
る
復
刻
版
、
一
九
七
二
年
）。「
国
立
国

会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に

も
公
開
。

（

7）
千
葉
県
環
境
財

団
編
『
防
災
誌

風
水
害
と
の
闘
い
』（
千
葉

県
総

務
部

消
防
地
震
防
災

課
、
二
〇
一
〇
年
）
、
千
葉
県

ホ
ー

ム

ペ
ー
ジ
で
も
公
開
。

（
8）

市
川
市
史
編

纂
委

員
会
編
『
市
川
市
史
』

第
三

巻
近
代
（

吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）。

（

9）
現
在
で
も
災
害
時
に

重
要
な
情
報

伝
達

手
段
と
な
っ
て
い
る

神田外語大学周辺の災害の歴史
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ラ
ジ
オ
放
送
は
、
当
時
は
ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
い
（
放
送
開
始
は

一
九
二
五
年
）。

（

10）
中
央
防
災
会
議
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報

告
書
『
一
九
二
三
関
東
大
震
災
』
【
第
一
編
】
（
二
〇
〇
六
年
）
、

【
第
二
編
】
（
二
〇
〇
九
年
）
、
【
第
三
編
】
（
二
〇
〇
九
年
）
、
内

閣
府
「
防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
」
で
公
開
。

（

11）
千
葉
県
環
境
財
団
編
『
防
災
誌
関
東
大
震
災
』（
千
葉
県
総

務
部
消
防
地
震
防
災
課
、
二
〇
〇
九
年
）
、
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
公
開
。

（

12）
千
葉
県
罹
災
救
護
会
編
・
発
行
『
大
正
大
震
災
の
回
顧
と
其

の
復
興
』
下
巻
（
一
九
三
三
年
）。
「
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。

（

13）
姜
徳
相
・
琴
秉
洞
編
『
現
代
史
資
料
六

関
東
大
震
災
と
朝

鮮
人
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
三
年
）
に
所
収
。

（

14）
千
葉
県
に
お
け
る
朝
鮮
人
殺
傷
事
件
に
つ
い
て
は
、
田
中
正

敬
･
専
修
大
学
関
東
大
震
災
史
研
究
会
編
『
地
域
に
学
ぶ
関
東
大

震
災
千
葉
県
に
お
け
る
朝
鮮
人
虐
殺
そ
の
解
明
・
追
悼
は
い

か
に
な
さ
れ
た
か
』（
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
）
。

（

15）
前
掲
『
防
災
誌
関
東
大
震
災
』
、
千
葉
県
地
震
対
策
推
進
委

員
会
編
『
昭
和
六
二
年
（
一
九
八
七
年
）
千
葉
県
東
方
沖
地
震
―

災
害
記
録
―
』（
千
葉
県
、
一
九
八
九
年
）。

（

16）
千
葉
県
防
災
危
機
管
理
部
編
・
発
行
『
東
日
本
大
震
災
の
概

要
』
（
二
〇
一
四
年
）
、
同
『
東
日
本
大
震
災
の
記
録
』
（
二
〇
一

三
年
）、
千
葉
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
。

付
記本
稿
は
二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日
に
開
催
さ
れ
た
神
田
外
語
大
学

日
本
研
究
所
主
催
講
演
会
の
内
容
に
加
筆
修
正
を
し
た
も
の
で
あ
り
、

J
S
P
S
科
研
費
2
5370790

の
助
成
を
受
け
た
研
究
の
成
果
の
一
部

で
あ
る
。
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